
ｗｗｗｗｓ 

 

 

 

 

                       取扱説明書 
 

 

 

ＭＡＸ３８１Ｈ 

ＭＡＸ４１１Ｈ 

          （水田専用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

                             MAX411H-0L 

生研センター緊急開発事業商品 

 

 

 

 

 

本製品を安全に、また正しくお使いいただく 

ために必ず本取扱説明書をお読みください。 

誤った使い方をすると、事故を引き起こす 

恐れがあります。 

ご使用前に必ずお読みください。 

お読みになった後も必ず製品の近くに保管し 

てください。 

 安全作業で家族も笑顔 
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はじめに 

◎ この取扱説明書は、マックスハローの取扱方法と、使用上の注意事項について記載してお 

ります。ご使用前には、必ずこの取扱説明書を熟読するまでお読みのうえ、正しくお取り 

扱いいただき、最良の状態でお使いください。 

◎ マックスハローは水田の代かきをする機械です。その他の目的で使用しないでください。 

◎ お読みになった後は必ず製品に近接して保管してください。 

◎ 本製品を貸与又は譲渡された場合は、この取扱説明書を商品に添付してお渡しください。 

◎ この取扱説明書を紛失又は損傷された場合は、速やかに当社又は当社の特約店・販売店に 

ご注文ください。 

◎ なお、品質・性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を行うことがあります。 

その際には、本書の内容及び写真・イラストなどの一部が、本商品と一致しない場合があ 

りますので、ご了承ください。 

◎ ご不明なことやお気付きの点がごさいましたら、お買い上げいただきましたお店、又はお 

近くの特約店・販売店・農協にご相談ください。 

◎   印付きの下記のマークは、安全上特に重要な項目ですので、必ずお守りください。 

 

 

         危険 

    警告 
 

    注意 
 

          重要  

 

          参考  

 

◎ この取扱説明書には安全に作業していただくために、安全上のポイント「安全に作業する 

ために」を記載してあります。ご使用前に必ずお読みください。 

 

 

 

１ 

ササキ商品をお買い上げいただき 

誠にありがとうございます。 

この警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うこ

とになるものを意味します。 

この警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危

険性があるものを意味します。 

この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるも

のを意味します。 

注意事項を守らないと、機械の損傷や故障の恐れのあるも

のをあらわします。 

その他、使用上役にたつ補足説明をあらわします。 



安全に作業をする為に 

本機をご使用になる前に、この取扱説明書をよく読み、ご理解いただいたうえで安全な作業を行なって 

ください。安全に作業するためにぜひ守っていただきたい注意事項は下記の通りですが、これ以外に 

も本文の中で「  警告サイン」として説明のつど取り上げております。 

 

 

◎一般的な注意事項 

   警告 こんなときは作業しない 

過労・病気・薬物の影響、その他の理由により 

作業に集中できないとき。 

酒を飲んだとき。 

妊娠しているとき。 

１８歳未満の人。 

 

 

   警告 作業に適した服装をする 

 はちまき・首巻き・腰タオルは禁止です。ヘル 

メット・滑り止めのついた靴を着用し、作業に 

適した防護具などをつけ、だぶつきのない服装 

をしてください。 

 

【守らないと】 

機械に巻き込まれたり、滑って転倒する恐れ 

があります。 

 

    警告 機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する 

 取扱方法をよく説明し、使用前に｢取扱説明書｣ 

を必ず読むように指導してください。 

 

【守らないと】 

死亡事故や重大な傷害、機械の損傷をまねく 

恐れがあります。 

 

 

 

 

２ 



    注意 機械の改造禁止 

 純正部品や指定以外のアタッチメントを 

取り付けないでください。 

 

【守らないと】 

事故・ケガ・機械の故障をまねく恐れがあります。 

 

 

 

◎作業の前に 

    警告 始業点検整備は平坦で安定した場所で行う 

 交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしない 

平坦な安定した場所で、トラクタの前輪には車止め 

をして点検整備してください。 

 

【守らないと】 

機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねく恐れがあります。 

  

 

    警告 点検整備中はエンジン停止 

 点検・整備・修理または掃除をするときは、必ず 

エンジンを停止してください。 

 

【守らないと】 

機械の下敷きになるなど、傷害事故を起こす恐 

れがあります。 

 

 

    注意 

 ◇作業の前には点検・整備を行なってください。 

◇各部のボルト・ナットなどのゆるみや、ピンの脱落がないか確認してください。 

 ◇カバー類を外したら、必ず取り付けてください。 

 

 

 

３ 



◎トラクタへの着脱 

    危険 運転時はジョイントカバーを外さないでください 

 

【守らないと】 

ジョイントに巻き込まれて傷害事故を起こす恐れが 

あります。 

 

 

    警告 作業機の着脱は平坦な場所で行なう 

 作業機の着脱は平坦で安定した場所で行なってください。 

夜間は、適切な照明をしてください。 

 

【守らないと】 

事故を起こす恐れがあります。 

 

 

    警告 作業機の下にもぐったり、足を入れない 

 作業機の下にもぐったり、足を踏み込んだりしないで 

ください。 

 

【守らないと】 

何らかの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を 

負う恐れがあります。 

 

 

    警告 重い作業機をつけるときはウェイトでバランスを取る 

 重い作業機を装着したときは、フロントにバランス 

ウェイトをつけてバランスを保ってください。 

 

【守らないと】 

バランスを崩して事故を引き起こす恐れがあります。 

 

 

 

４ 



    注意 

◇トラクタから離れるときはエンジンを止め、駐車ブレーキをかけて 

ＰＴＯ変速を中立にしてください。 

◇２人以上で着脱を行なう場合は、互いに合図をして確認しながら作業してください。 

◇ユニバーサルジョイントの止めピンが確実に軸溝にはまっているか確認してください。 

◇取り付け部のピンがすべて確実に装着されているか確認してください。 

 

 

 

◎路上走行 

    注意 公道走行時は作業機の装着禁止 

 公道を走行するときは、作業機を取り外してください。 

 

【守らないと】 

道路運送車両法違反です。 

事故を引き起こす恐れがあります。 

 

 

    注意 

◇トラクタ、作業機に運転者以外の人を乗せないでください。 

◇作業機の回転を止めてから、移動走行をしてください。 

◇トラクタの落下速度調整ハンドルを回して、必ず油圧ロックをしてください。 

◇旋回するときは、作業機に人や物が接触しないように注意してください。 

◇作業機を装着した時機体寸法が大きくなるので、移動走行時は十分注意してください。 

◇溝のある農道や両側が傾斜している農道では、路肩に十分注意して移動してください。 

 

 

◎圃場の出入り 

    注意 

圃場に入るときは、必ず前進で速度を落し、作業機を低くして重心を下げ、畦や段差に対し

て直角に進んでください。 

畦や段差に対して斜め方向に進むと、横滑りや転倒する危険があります。 

 

５ 



◎作業をしているとき 

    警告 回転部（ツメ・刃、軸等）に巻き付いた草等を取るときはエンジン停止 

作業中やむを得ず、ツメや刃、軸等に巻きついた異物を 

取り除く際は、必ずエンジンを停止してから 

行なってください。 

 

【守らないと】 

機械に巻き込まれて、重傷を負う恐れがあります。 

 

 

    警告 子供を近づけない 

 子供には十分注意し、近づけないようにしてください。 

 

 

 

【守らないと】 

傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

 

 

    警告 トラクタと作業機の周辺に人を近づけない 

 トラクタを移動して作業機を着脱するときは、トラクタ 

の周辺や作業機との間に、人が入らないように 

してください。 

 

【守らないと】 

傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

 

 

    警告 作業機指定のＰＴＯ回転を守る 

 低速回転用の作業機を高速回転で使用しないでください。 

作業機指定のＰＴＯ回転速度を厳守してください。 

 

【守らないと】 

作業機が異常作動し、事故や機械の破損を引き起こします。 

 

 

６ 



    注意 

 ◇補助作業者がある場合は、動作ごとに合図をかわしてください。 

◇回転部分や動くところには触れないでください。 

 

 

 

◎トラクタを止めるとき 

    警告 機械から離れるときは作業機を地面に降ろしてエンジンをとめる 

 機械から離れるときには、平坦で安定した場所に置き、 

エンジンを止めて、必ず駐車ブレーキを掛け車止めを 

してください。 

 

【守らないと】 

トラクタが動きだし、事故を起こす恐れがあります。 

 

 

 

◎点検や格納のとき 

    警告 点検整備は平坦で安定した場所で行なう 

 機械から離れるときには、平坦で安定した場所に置き、 

エンジンを止めて、必ず駐車ブレーキを掛け車止めを 

してください。 

 

【守らないと】 

トラクタが動きだし、事故を起こす恐れがあります。 

 

 

    注意 

 ◇点検、整備時は、トラクタのエンジンを止めてください。 

◇機械の下にもぐったり、機械の下で作業したりしないでください。 

◇キャスターなど付いている場合、車止めをしてから作業してください。 

 

 

 

 

７ 



安全銘板の貼り付け位置 

 

 

 

 

 

                                0000-04050 

                                PL ﾗﾍﾞﾙ(ﾄﾘｱﾂｶｲ･ｼｬﾄﾙﾊﾛｰ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            0000-04060 

            PL ﾗﾍﾞﾙ(ｼﾞｮｲﾝﾄ 2) 

 

                            0000-03620 

                            PL ﾗﾍﾞﾙ(ﾄﾘｱﾂｶｲ 2) 

 

  注意 

 安全銘板は破損したり、はがれた場合は、上記番号・名称にて手配のうえ、 

貼り直してください。 

 新しい安全銘板を貼る場合は、汚れを完全にふき取り、 

乾いた面にして元の位置に貼ってください。 

 

 

８ 



保証とサービスについて 

◎保証書について 

 『保証書』は、お客様が保証修理を受けられる際、必要となるものです。 

 お読みになった後は、大切に保管してください。 

 

◎アフターサービスについて 

ご使用中の故障やご不審な点など不具合があるときは、お買い上げいただいた販売店等にご相談 

ください。 

 

《ご連絡いただきたい内容》 

◇ 型式名（機体銘板に明記してあります） 

◇ シリアル番号（機体銘板に明記してあります） 

◇ ご使用状況は？ 

（どのような作業をしていたときに？） 

◇ どのくらい使用しましたか？ 

（約何アール又は約何時間使用） 

◇ 不具合が発生したときの状況を、できるだけ詳しくおしらせください。 

 

 

 

 

 

◎補修用部品の供給年限について 

この商品の補修用部品の供給年限は、製造打ち切り後９年です。 

ただし、供給年限内であっても、特殊部品については納期をご相談させていただく場合があります。 

 

 

 

 

９ 

機体銘板貼付位置 



各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付属品 

名   称 規   格 個数 備    考 

オートヒッチ 日農工標準３Ｐ １ ０Ｓ、０Ｌには付属しません 

ユニバーサルジョイント ♯２００（３Ｓ・４Ｓ用） １ ０Ｓには付属しません 

ユニバーサルジョイント ♯２７０（３Ｌ・４Ｌ用） １ ０Ｌには付属しません 

リモコン、ハーネス類  １ リモコン、電源ハーネス、延長ハーネス、油圧ホー

ス、乾電池（単三）、ストラップ 

保証書・納入指導確認書  １  

取扱説明書  １ 本書 

 

１０ 

受信機 

土寄せ板 

マストピン 

入力軸 ロワサポート 

パイプフレーム 

ジョイントカバー 

チェーンケース 

ミッションケース 

電磁バルブ 

フック 

電動解除ユニット 

リモコン 

延長ハーネス 電源ハーネス 

乾電池(単三) 

油圧ホース 

ストラップ 



組立について 

各部の部品は、あらかじめ組み込まれています。 

 

  注意 

左右のスタンドを、キャスターが下向きになるように取り付けてから、 

平坦な場所で組み立ててください。 

 

土寄せ板の組立 

梱包状態では、土寄せ板は逆さまに組み込まれています。 

取付ピン及びにぎりを外して、写真のように組み付けてく 

ださい。 

組付け位置は、お客様のトラクタのトレッドに合わせて調 

整し、圃場の条件に合わせて使用してください。 

 

 

 

油圧ホースの組付け 

梱包状態では、トラクタへつなぐ油圧ホースは、組付けされておりません。 

油圧ホースを電磁バルブに配管してください。 

電磁バルブ側には、３／８のオスカプラが付いております。 

油圧ホースの３／８メスカプラ側を組み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

  警告 

●組立場所は、余裕のある平坦な場所で行なってください。 

守らないと、思わぬ事故を起こす恐れがあります。 

●吊り上げた機械の下に、入らないでください。 

落下して死傷事故を引き起こす恐れがあります。 

そばに近寄るときは、落下の危険を考慮して、逃げ場所を確保してください。 

●梱包を解体するときは、手、足、頭等をケガしないように注意してください。 

２人以上で作業するときは、お互いに合図をして、確認し合って作業をしてください。 

守らないと、思わぬ事故を起こす恐れがあります。 

 

 

１１ 

３／８オスカプラ 

組み込む 

Ｐ 

Ｔ 



装着前の準備 

１． 各部のボルト・ナットの緩み、ピン類の脱落がないか、確認をしてください。 

ある場合には、増し締め、組み付けを行なってください。 

  注意 

作業中にボルト・ナット・ピン等が外れますと、作業機の破損ばかりか、トラクタの破損、 

人身事故につながる恐れがあります。 

 

２．作業機を装着すると機体の長さ・幅が大きくなり重量バランスが変わりますので確認のうえ、

適宜フロントウェイト等を取り付けてください。 

特にクローラトラクタの場合は、前部荷重がホイールトラクタに対し大きく必要になります。 

警告 

● 適応トラクタの範囲内で使用してください。 

適応範囲以内のトラクタであっても、発進時・登坂時に、トラクタの前輪が浮き上がる

場合には、必ずフロントウェイト等を、取り付けてください。 

守らないと、転倒等の事故で、死傷する恐れがあります。 

● 作業機の着脱は、平坦で十分な広さがあり、地盤のしっかりした場所で行なってください。 

守らないと、作業機が動いて、死傷事故を起こす恐れがあります。 

● 作業機の下にもぐったり、足を入れたりしないでください。 

また、作業機とトラクタの間に、入らないでください。 

守らないと、挟まれて死傷する恐れがあります。 

 

３．本機の装着は、日農工規格のオートヒッチで装着する方法を採用しています。本機を装着

する際は、あらかじめトラクタの３点リンクにオートヒッチを取り付けてください。 

   危険 

ユニバーサルジョイントを取り付けるときは、必ずエンジンを停止してください。 

守らないと、巻き込まれて、死傷事故を起こす恐れがあります。 

警告 

２人以上で作業するときは、お互いに合図をして、確認し合って作業をしてください。 

特に、トラクタのエンジンをかける時や、エンジンが作動している間は、

十分に注意してください。 

守らないと、思わぬ事故につながる恐れがあります。 

   注意 

装着時は、トラクタのＰＴＯ変速を中立にしてください。 

 

 

 

１２ 



Ⅰ 接続方法 

１）電源ハーネスをトラクタのバッテリへ接続してく 

  ださい。 

   一旦バッテリの－コードを外します。 

次に、＋と表示されているコードをバッテリの＋ 

側へ接続し、最後に－と表示されているコードを 

バッテリの－側へトラクタのコードと一緒に 

接続してください。 

バッテリは、ほぼトラクタの前側にあります。 

 

２）バッテリに接続したコードは、高温部や回転部・ 

可動部・鋭利な箇所へ接触しないように、付属の 

リピートタイで結束してください。 

 

３）トラクタのフレーム下を通す場合は、たるまないよ 

にとめ、運転席を経由する際は、足元で踏まれたり、 

ドアに挟まれて被覆がはがれないようにしてください。 

 

 ４）トラクタキャビン内より本機側へコードを引き出す 

   場合は、キャビン後方のゴムグロメットにカッター 

   ナイフで切り込みを入れ、コードは必ずゴムグロメ 

ットを介し通してください。 

  警告 

● マフラーなどの高温部には近づけて、クランプしないでください。 

守らないと、熱で溶けて思わぬ事故を起こす恐れがあります。 

● ゴムグロメットを外してコードを通すと、コードに傷が付いて、思わぬ事故を

起こす恐れがあります。 

 

５）本機への配線は、トラクタへ本機を装着してから、コネクタを配線してください。 

   配線は、本機を３点リンクで上げ下げしても、余裕があるようにしてください。 

 

６）取り扱いは、マックスハローの開閉方法の項（Ｐ２３～３０）をお読みください。 

 

  重要  本製品の作動電源はバッテリＤＣ１２Ｖです。 

その他の電源に接続すると破損しますので、絶対に接続しないでください。 

バッテリ電圧が不足していると作動しない場合があります。 

バッテリの＋と－を必ず確認してから接続してください。 

誤って接続すると電子部品の故障の原因になりますので注意してください。 

本製品の所要電流は２５～６０アンペアです。電源は必ずバッテリから直接取ってください。 
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スタンドの取付方法 

１．土寄せ板を一番上がる位置へ移動し、ピンで固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．スタンドのピンを、スタンドブラケットの取付溝にひっかけてから、下側の穴を合わせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．そして、スタンドピンを差し込んで、リンチピンでロックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意 

 スタンドを取り付けるときは、手を挟まないように注意してください。 

 

 

 

１４ 

 スタンドブラケット  
 取付溝  

 スタンドピン   リンチピン  

土寄せ板  



トラクタへの装着順序 

Ⅰ 装着方法 （作業前には、必ずエンジンを停止してください） 

１．標準オートヒッチをトラクタの３点

リンクに、左ロワリンク、右ロワリン

ク、トップリンクの順に取り付けてく

ださい。 

 

 

 

 

警告 

装着作業をするときは、平坦で固い場所で行なってください。 

２人以上で作業をするときは、お互いに合図し合って、注意しながら作業をしてください。 

 

２．４Ｓまたは４Ｌの場合は、あらかじめオートヒッ

チにユニバーサルジョイントを取り付けてくださ

い。広角側をトラクタのＰＴＯ軸に取り付けてく

ださい。 

 

３．周りに人や動物がいないことを確認してから、 

エンジンをかけ３点リンクを油圧レバーで下げて、 

本機のマストに向かってゆっくり後退させてください。 

   

４．標準オートヒッチのフック部に作業機のトップピンを引っ掛けるように、油圧レバーをゆっくり

上げてすくい上げると、左右のロワリンクも自動的に装着されます。 

この時、本機が左右に傾いている場合はリフトシリンダ又はリフトロッドを伸縮させ、本機の傾

きに合わせてから装着し、水平になるように再度調整してください。 

※フック部ですくえなかったり、ユニバーサルジョイントが入らなかったりした場合は、

やり直してください。 

※フック部の下がり量が不足している場合は、リフトロッドの取り付け穴位置を下穴へ変

えるか、ロワリンク穴位置を前穴へ変えてください。 
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５. 標準オートヒッチのロックレバーを操作して 

ロックしてください。 

 

 

 

 

６．スタンドを取り外してください。 

 

７．３Ｓまたは３Ｌの場合は、本機がトラクタに装着された後にエンジンを停止し、ユニバーサル

ジョイントを装着してください。 

広角側をトラクタＰＴＯ軸へ取り付けてください。 

トラクタ側、作業機側ともにジョイントが正確に軸溝にはまっているか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

  重要  ユニバーサルジョイントの広角側を作業機側へ取り付けるとジョイントの破損になります。 

トラクタによって、ユニバーサルジョイントの長さが合わない場合があります。 

その時には、次項のユニバーサルジョイントの切断方法（Ｐ１９）をお読みください。 

 

  危険 

 ユニバーサルジョイントを取り付けるときは、必ずエンジンを停止してください。 

 守らないと、巻き込まれて、死傷事故を引き起こす恐れがあります。 

 

８．ユニバーサルジョイントに付属しているチェーンを 

トラクタ及び作業機に取り付けて、カバーの回転防止 

をしてください。 

 

９．電磁バルブのＰ（ポンプ）側のホースを外部油圧取出しの 吐出側 へ、 

Ｔ（タンク）側のホースを外部油圧取出しの 戻り側 へ接続してください。 

トラクタの外部油圧取出しの吐出側及び戻り側の位置は、トラクタの取扱説明書を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ 

Ｐ 

Ｔ 



１０．ローターの下端が、地上１０ｃｍの作業状態で、左右のロータリカバーのプレス線が、水平になる 

  ように、トップリンクの長さを調整してください。 

  トップリンクを縮めると前側に傾き、伸ばすと後側に傾きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意 

 長さ調整が終わったら、必ずトップリンクのロックナットで、ロックしてください。 

 守らないと、ネジが外れて事故を起こす恐れがあります。 

 

１１．本機を尐し持ち上げ、ＰＴＯ軸、ジョイント及び入力軸が、トラクタの中心線上にあるよう

にチェックチェーンを、左右均等に張ってください。 

その後左右のチェックチェーンの、ターンバックルを 0.5～１回転くらい逆に戻して、ロッ

クしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７ 



Ⅱ 取り外し方 （作業前には、必ずエンジンを停止してください） 

１．平坦で固い場所を選んでください。その際周りに人や動物・ 

障害物がないことを確認してください。 

 

２．左右の土寄せ板を一番上へ上げて、固定してください。 

 

 

 

３．左右のスタンドブラケットへ、スタンドをたてて取り付けて 

ください。 

 

 

 

４．３Ｓまたは３Ｌの場合は、ユニバーサルジョイントを外して 

 ください。 

 

５．油圧ホースをトラクタの外部油圧取り出しカプラから、外し 

  てください。その際にコントロールレバーを操作して、残圧 

  を抜いておくと、よりよいです。 

 

６．オートロータリを取り付けている場合は、ワイヤーあるいはコネクタを外してください。 

  （３・４・５・６は、どれから行なってもいいです。） 

 

７．標準オートヒッチのロックレバーを引き、ロックを解除してください。 

 

 

８．トラクタのエンジンをかけて、油圧レバーをゆっくり下げて 

ロワーフック部を外し、さらに油圧レバーを下げながら、 

トラクタをゆっくり前進させ、オートヒッチのフック部を、 

作業機のマストトップから外してください。 

  危険 

 ユニバーサルジョイントを取り外しするときは、必ずエンジンを停止してください。 

 守らないと巻き込まれて、死傷事故を起こす恐れがあります。 

  警告 

 脱着作業するときは、平坦で固い場所で行なってください。 

２人以上で作業をするときは、お互いに合図しあって、注意しながら作業してください。 

  注意 

  周りに人や動物・障害物がないことを確認してから作業してください。 

 

１８ 



ユニバーサルジョイントの切断方法 

ユニバーサルジョイント（以下ジョイント）の長さは、必ず適正長さの範囲内で使用してください。 

短すぎるとジョイントが抜けて思わぬ事故につながり、長すぎると機械を破損してしまいます。 

短い場合は交換し、長い場合は切断し使用してください。 

 

◎適正長さの確認 

 トラクタＰＴＯ軸と作業機の入力軸が水平で一直線上にある時が、ジョイントが一番短くなるときで 

 す。この時に１ｃｍ程度スキマがあればそのまま使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、ジョイントのオス・メスを外して、それぞれＰＴＯ軸と入力軸に取り付け、水平で一直線上に 

 あたる時（最縮時）に、下図のスキマが２５ｍｍ以上あり、作業機を上下させてジョイントが１番伸 

びた時（最伸時）に、オス・メスの重なりが１００ｍｍ以上あると、適正長さの範囲です。 

 

 

 

 

 

 

◎切断方法 

Ｆ１．ジョイントのオス・メスを外して、トラクタと作業機の最短の作業位置に合わせ、相手側の安全 

カバーの筒の端から、２５ｍｍスキマが開く位置に、オス・メスの安全カバーへそれぞれ、マーク 

をつけてください。 

 

Ｆ２．オス・メスの安全カバーに、マークをした長さ 

   だけ、安全カバーを切断してください。 

 

Ｆ３．オス・メスの内外筒チューブを、安全カバーを 

   切断した部分と、同じ長さだけ切断してくださ 

い。 

 

Ｆ４．切断後は、切り口にヤスリをかけバリを除き、 

   スムーズにスライドできるようにしてください。 

 

１９ 



無線コントローラ(ｅ－ウェーブ)について 

マックスハローには、電波を使用した無線コントローラ 

（ｅ－ウェーブ）を搭載しております。 

リモコン（送信機）と受信機の間で誤作動防止のために、 

付属のリモコンと受信機以外の組合せでは、操作できない 

ようになっております。 

リモコンと受信機のシリアル番号が、 

同じでなければ、動きません。 

 

 

 

 

                        受信機            リモコン 

◎注意事項 

Ⅰ．無線コントローラ全般 

・無線コントローラは、日本国内の電波法に基づいて製作されております。 

日本国内でしか使用できません。 

 

 ・リモコンと受信機は、分解、改造、異なった用途では使用しないでください。 

  正常な動作及び安全を保障できません。 

 

 ・無線コントローラを使用中に、煙が出たり、異臭がしたり、操作と異なる動作をした場合、変形・割 

  れがある場合は、使用を中止し販売店へご連絡ください。 

 

 ・リモコン及び制御ボックスを金属で覆ったり遮ったり、また塗装したりしないでください。電波が届 

きにくくなります。 

 

 ・受信機はカバーで覆われています。カバーを外した状態での代かきや洗浄は行わないでください。 

  故障の原因になります。 

 

 Ⅱ．リモコン 

 ・リモコンをトラクタ内に放置しないでください。転がってペダルの下へ入り込むと、運転操作を妨げ 

  危険です。 

 

 ・リモコンは、子供の手の届かない場所へ保管してください。 

 

 ・精密部品ですので、落としたり、挟んだり、激しい振動を与えないでください。 

 

・樹脂部品のため、ガソリン、灯油、シンナーなどの溶剤へつけないでください。割れたり、溶けたり 

 します。 

２０ 

シリアル番号 



・水、洗浄機で洗ったりしないでください。 

水に落とした場合は、ただちに拾い乾いた布で拭き、よく乾かしてください。 

 

・磁気を帯びたキーホルダーを付けたり、金属系のシールなどを貼付けないでください。 

  電波が飛びにくくなることがあります。 

 

 ・長期間使用しない場合は、リモコンの電池を抜き、直射日光や高温になる場所、水のかかる場所

を避けて、保管してください。 

電池の液漏れやリモコンの防水性が低下し、故障の原因になります。 

 

 ・直射日光の当たるトラクタのキャビン内は高温になるので、放置しないでください。 

リモコンの変形などの原因になり、防水性の低下や故障の原因になります。 

 

 ・電池の寿命は連続使用で約２０時間です。（アルカリ電池単三２本） 

  ただし、使用頻度や環境条件によって、使用時間は変化します。 

安定した作業のために、一年ごとの電池交換をお薦めします。 

 

 ・電源スイッチを押しても、電源ランプが点かない、または、点滅する場合は、電池が消耗しています

ので、電池を交換してください。 

 

 

 Ⅲ．電池交換 

・電池は以下のことに気をつけて、使用してください。 

１） 新しいものと古いものとの組合せ 

２） 種類のちがうもの 

液漏れ、破裂を起こす恐れがあり、故障やケガの原 

因になります。液漏れの液が体に付着したときは、 

きれいな水で洗い流してください。 

目に入った場合は、こすらずに、きれいな水で 

洗い流したあと、すぐに医師へ相談し処置して 

ください。 

 

 ・濡れた手での交換作業は行わないでください。基盤破 

損の原因になります。 

 

 ・電池の極性を間違えて装着しても故障はしませんが、 

電源が入りません。再度、確認し装着し直してくださ 

い。 

 

 

２１ 

ネジ 

フタ 

＋ 

― ＋ 

―

- 



 ・電池ケースのフタを開けた場合は、ネジをしっかりと 

締めてください。 

緩んでいると、防水効果が損なわれます。 

 

 

 

 

・リモコンを水の中に落とした場合や、水がかかった場合

は、電池ケースのフタを開け、内部を確認し、水が入っ

ていたら拭きとってください。 

フタ、パッキンの破損、変形、キズがあった場合は、交

換してください。水やホコリが入り、故障の原因になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ 

フタ 

パッキン 

ネジ 

フタ 



マックスハローの開閉方法 

マックスハローの開閉作業は、 

① トラクタに装着してから、 

② 平坦で滑りにくく、足場のよい場所で、 

③ ＰＴＯクラッチを切にして、 

④ トラクタの駐車ブレーキをかけてから行なってください。 

 

   危険 

●トラクタの駐車ブレーキを、確実にかけて開閉作業をしてください。 

守らないと、トラクタが急に動いて、思わぬ事故を起こす恐れがあります。 

 

このマックスハローは大型トラクタ向けで､油圧と電気を併用して操作いたします。 

各機構で外部油圧のコントロールレバーとコントローラの操作が、同時に行う場合がありますので、よく 

理解の上、お使いください。 

 

左右のサイドフレームの折りたたみ選択で､『同時』とありますが、 

これは、左右のサイドフレームを一度の操作で、折りたたみ操作を行う機能です。 

折りたたみ動作は、右側のサイドフレームから折りたたみを開始します。 

左右同期はいたしませんので、ご理解の上、お使いください。 
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Ⅰ 折りたたみ操作方法（ たたむ場合 ） 

１．トラクタのエンジンをかけ、油圧レバーを操作し 

  て、地面に当たらないように浮かしてください。 

 

２．受信機の【電源】スイッチを押し電源を入れてくだ 

さい。スイッチは０.５秒以上押してから放してくだ 

さい。電源が入るとブザーが『ピッピピ ピー ピー』 

  と鳴り、電源ランプが『赤く点灯』します。 

 

３．リモコンの【電源】スイッチを入れます。電源ラン 

プが『点灯』しますので確認してください。スイッ 

チは０.５秒以上押してから放してください。電源が 

入るとブザーが『ピピッ』と鳴ります。 

 

電源ランプが点灯しない場合は、電池量がまっ 

たくない状態です。電池交換が必要です。 

電源ランプが点滅している場合は、電池量が尐 

ない状態です。電池交換が必要です。 

通信エラーランプが点滅している場合は、通信 

できない状態です。受信機に近づけて電源を入れ 

直します。 

詳しくは、トラブルの原因と処置方法（Ｐ４２） 

を参照ください 

 

４．【折りたたみ 切替】スイッチで、折りたたむ側の 

サイドフレームを選択してください。 

「右」または「左」のランプが点灯している側の 

フレームが動作します。「右」と「左」の両方 

が点灯していると左右が連続して動作します。 

 

５．リモコンの【ハロー本体】の『たたむ』のスイッチを押す

と、ブザーが「ピーピー・・・｣と鳴ります。その後、「ピ

ピッ ピピッ・・」と鳴ります。この音が油圧操作可能の

合図ですので、外部油圧取出し用のコントロールレバーを

吐出側へ操作すると折りたたみ動作が開始されます。 

リモコンのスイッチを一回押すと、油圧レバーを操作してい

る間のみ折りたたみ作動をしますので、たたみ切るまで 

油圧レバーの操作をし続けてください。 

ひらき切ると再び「ピーピー・・・｣とブザーが鳴り、動作が

完了します。 

 

 

参考 

  ２４ 

⑤ 

電源ランプ 

確認ランプ 

③⑧ 

確認ランプ 

④⑥ 

通信エラーランプ 

数字は操作順序を表しています 

 

② 

電源ランプ 

受信機 



注１）油圧レバーから手を離すと停止します。 

注２）リモコンのいずれかのイッチを押すと停止します。 

注３）サイドレベラーが開いているときは閉じてから、

折りたたみを開始します。 

注４）整地版が土寄せ位置になっている場合は、代かき

位置になってから折りたたみを開始します。 

注５）操作中通信エラーランプが点滅している場合は、

リモコンを受信機に近付けて、そのまま操作して

ださい。 

 

６．片側ずつ折りたたんでいる場合は、同様に反対側も操 

作してください。                        

 

７．折りたたみが終了しますと、ブザーが鳴りやみま 

す。スイッチとコントロールレバーの操作をやめ 

てください。 

 

 重要  サイドフレームが折りたたみされた状態でも、

ブザーが鳴っている場合は、作業時のフックがか

かっていません。 

そのまま使用しますと機械の破損につながります。 

ブザーが鳴りやむまで操作し続けてください。 

 

８．操作が終了しましたら、【電源】スイッチを操作し、 

  電源を切ってください。 

電源が切れると電源ランプは『消灯』します。 

  リモコンの電源を切り忘れても、オートパワーオフ 

（自動電源切り）機構ですので、スイッチ無操作が３分経 

過すると電源が切れます。 

 

９．その日の作業が終了しましたら、受信機の【電源】 

  スイッチを操作し、電源を切ってください。電源が切 

  れると電源ランプは消えます。 

また、受信機の電源を切り忘れてもオートパワーオフ 

（自動電源切り）機構ですので、リモコン無操作から 

３０時間経過すると電源が切れます。 

 

 

 

 

２５ 

 

⑤ 

電源ランプ 

確認ランプ 

③⑧ 

確認ランプ 

④⑥ 

通信エラーランプ 

数字は操作順序を表していま

す 

 

⑨ 

電源ランプ 

受 信

機 



 

   警告 

●折りたたみ作動中は、ブザーが鳴っていますが、作業機後部やフレーム旋回付近には、人や動

物など近づけないでください。 

近くにいると、体を挟んだりぶつけたりして、重大な事故を起こす恐れがあります。 

 

●操作が終わったら、電源を切ってください。 

守らないと、誤操作したときに、思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。 

 

   注意 

周りに人や動物・障害物がないことを確認してから作業してください。 

 

 

 参考  折りたたみ操作中、人が近づいてきて危険な状態になったときは、油圧レバーから手を

離すか、リモコンのいずれかのスイッチを押して、折りたたみを停止させてください。 

人を遠ざけるか又は安全な場所移動し、安全を再確認してから、再度折りたたみを開始

してください。 

 

またオートパワーオフのほかにも、安全の為に以下の機構が盛り込まれています。 

（１） スイッチ押しっぱなし防止 

知らない間に、スイッチが押しっぱなし状態になっている等の誤操作防止のために、

スイッチを１００秒以上押し続けると、自動で電源を切ります。 

     （２）連続動作防止 

リモコンスイッチが押しっぱなし等の誤操作や、スイッチを押した状態でのオペレー

タの健康障害があった場合のために、各動作が９０秒以上経過するとブザーが鳴り、

１００秒以上経過すると自動で電源を切ります。 
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Ⅱ 折りたたみ操作方法（ ひらく場合 ） 

１．トラクタのエンジンをかけ、油圧レバーを操作し 

  て、地面に当たらないように浮かしてください 

 

２．受信機の【電源】スイッチを押し電源を入れてくだ 

さい。スイッチは０.５秒以上押してから放してくだ 

さい。電源が入るとブザーが『ピッピピ ピー ピー』 

と鳴り、電源ランプが『赤く点灯』します。 

 

３．リモコンの【電源】スイッチを入れます。電源ラン 

プが『点灯』しますので確認してください。スイッ 

チは０.５秒以上押してから放してください。電源が 

入るとブザーが『ピピッ』と鳴ります。 

 

電源ランプが点灯しない場合は、電池量が全く 

無い状態です。電池交換が必要です。 

電源ランプが点滅している場合は、電池量が 

尐ない状態です。電池交換が必要です。 

通信エラーランプが点滅している場合は、通 

信できない状態です。受信機の電源を入れてください。 

受信機の電源が入っている場合は、通信不良の 

場合がありますので、リモコンを受信機に 

近づけて電源を入れ直します。 

詳しくは、トラブルの原因と処置方法（Ｐ４２） 

を参照ください。 

 

４．【折りたたみ 切替】スイッチで、折りたたむサイドフ 

  レームを選択してください。「右」「左」のランプが点 

灯している側のフレームが動作します。「右」「左」両 

方が点灯していると左右同時に動作します。 

 

６．リモコンの【ハロー本体】の『ひらく』のスイッチを押す

と、ブザーが「ピーピー・・・｣と鳴ります。その後、「ピ

ピッ ピピッ・・」と鳴ります。この音が油圧操作可能の

合図ですので、外部油圧取出し用のコントロールレバーを

吐出側へ操作すると折りたたみ動作が開始されます。 

リモコンのスイッチを一回押すと、油圧レバーを操作してい

る間のみ折りたたみ作動をしますので、ひらき切るまで 

油圧レバーの操作をし続けてください。 

ひらき切ると再び「ピーピー・・・｣とブザーが鳴り、フレー

ムが自動でロックして、動作が完了します。 

参考 

２７ 

② 

確認ランプ 

受信機 

⑤ 

電源ランプ 

確認ランプ 

③⑧ 

確認ランプ 

④⑥ 

通信エラーランプ 

数字は操作順序を表しています 

 



注１）油圧レバーから手を離すと停止します。 

注２）リモコンのいずれかのイッチを押すと停止します。 

注３）サイドレベラーが開いているときは閉じてから、折 

りたたみを開始します。 

注４）整地版が土寄せ位置になっている場合は、代かき 

    位置になってから折りたたみを開始します。 

 注５）操作中通信エラーランプが点滅している場合は、 

  リモコンを受信機に近付けて、そのまま操作して 

ください。 

 

６．片側ずつ折りたたんでいる場合は、同様に反対側も操 

作してください。 

 

７．折りたたみが終了しますと、ブザーが鳴りやみま 

す。スイッチとコントロールレバーの操作をやめ 

てください。 

 

  重要  サイドフレームが折りたたみされた状態でも、 

ブザーが鳴っている場合は、固定フックが 

かかっていません。 

フックが完全に入っていないと、作業中にロ 

ックが外れて、機械の破損につながります。 

ブザーが鳴りやむまで操作し続けてください。 

 

８．操作が終了しましたら、【電源】スイッチ操作し、電 

  源を切ってください。 

電源が切れると電源ランプは『消灯』します。 

  リモコンの電源を切り忘れてもオートパワーオフ（自 

  動電源切り）機構ですので、スイッチ無操作が３分経 

過すると電源が切れます。 

 

９．その日の作業が終了しましたら、受信機の【電源】スイ

ッチを操作し、電源を切ってください。電源が切れると電

源ランプは消えます。 

また、受信機の電源を切り忘れてもオートパワーオフ（自

動電源切り）機構ですので、リモコン無操作から３０時間

経過すると電源が切れます 

 

 

 

２８ 

⑤ 

電源ランプ 

確認ランプ 

③⑧ 

確認ランプ 

④⑥ 

通信エラーランプ 

数字は操作順序を表していま

す 

 

⑨ 

確認ランプ 

受信機 



 

 

 参考  折りたたみ操作中、人が近づいてきて危険な状態になったときは、油圧レバーから手を

離すか、リモコンのいずれかのスイッチを押して、折りたたみを停止させてください。 

人を遠ざけるか又は安全な場所移動し、安全を再確認してから、再度折りたたみを開始

してください。 

 

またオートパワーオフのほかにも、安全の為に以下の機構が盛り込まれています。 

（２） スイッチ押しっぱなし防止 

知らない間に、スイッチが押しっぱなし状態になっている等の誤操作防止のために、

スイッチを１００秒以上押し続けると、自動で電源を切ります。 

     （２）連続動作防止 

リモコンスイッチが押しっぱなし等の誤操作や、スイッチを押した状態でのオペレー

タの健康障害があった場合のために、各動作が９０秒以上経過するとブザーが鳴り、

１００秒以上経過すると自動で電源を切ります。 
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   警告  

●折りたたみ作動中は、ブザーが鳴っていますが、作業機後部やフレーム旋回付近には、人や動 

物など近づけないでください。 

近くにいると、体を挟んだりぶつけたりして、重大な事故を起こす恐れがあります。 

 

●操作が終わりましたら、電源を切ってください。 

守らないと誤操作したときに、思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。 

 

   .注意 

周りに人や動物・障害物がないことを確認してから作業してください。 



折りたたんでの移動時の注意 

  警告 

●急発進・急旋回は、絶対にしないでください。 

守らないと、トラクタが転倒して、死傷事故につながる恐れがあります。 

●スピードを出しての旋回は、絶対にしないでください。 

守らないと、遠心力によってトラクタが転倒し、死傷事故につながる恐れがあります。 

●斜面走行は、トラクタが転倒して、死傷事故につながる恐れがあります。 

本機を装着した場合、ロータリ装着時より左右の転倒角が小さくなります。 

傾斜勾配が大きい場所は、絶対に走行しないでください。 

●圃場の出入りは、本機を必ず作業状態に開いてから、等高線上に対して直角に出入りしてく

ださい。 

守らないと、トラクタが転倒して、死傷事故につながる恐れがあります。 

●後方視界がロータリ装着時に比べ見えにくくなっています。 

後進時は特に注意し、トラクタから降りて、後方を確認してから、後進してください。 

守らないと、死傷事故につながります。 

   注意 

 凹凸道路や上り坂の走行は、車速を遅くしてください。 

 トラクタの前輪が浮いてしまい、重大な事故の原因になることがあります。 

 トラクタの前輪が浮く場合は、フロントウェイト等を取り付けてバランスをとってください。 
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運転及び代かき作業について 

◎上手な作業のしかた 

１．耕うん作業は、一定の深さで平らに、残耕のないようにしてください。 

水は、代かき作業の１日以上前に入れておくと、きれいに仕上げることができます。 

 

２．土壌条件によって異なりますが、水量は尐なめの方が泥の流れが尐なくなり、きれいに仕上がりま 

す。但し、水量が尐なすぎると、泥の抵抗が大きくなります。逆に水量が多すぎると、稲ワラ等が 

浮き、泥の移動が発生し、均平度が悪くなります。 

 

３．水持ちの良い圃場では、砕土しすぎると、圃場が酸欠状態になります。代かき深さを浅くして、作 

業してください。 

 

４．水持ちの悪い圃場では、代かき深さを深くし、砕土が十分されるように作業します。 

  休耕田等を復田する場合は、高低の付いた圃場面を均平にし、代かき深さを深くし、十分砕土を行 

って代かきしてください。   

 

５．左右のロータリカバーの上面が、水平になるように 

トップリンクで、調整してください。 

トップリンクを縮めると前側に傾き、伸ばすと後ろ側に 

傾きます。 

調整後、ロックナットで確実に固定してください。 

 

 参考  トップリンクの調整は、３点リンクを下げて、本 

     機を一旦地面に下ろすと、調整しやすいです。 

 

   警告 

調整する際は、トラクタのエンジンを停止し、調整してください。 

守らないと体を挟んだりぶつけたりして、重大な事故を起こす恐れがあります。 

 

６．作業速度は、１．８～３．０ｋｍ／ｈが標準です。圃場条件によっては５．０ｋｍ／ｈでも作業で 

きます。但し、作業速度が速すぎると、砕土が粗く草や稲わらの、埋め込みが悪くなります。 

  ＰＴＯ回転数は１速５４０ｒｐｍですが、圃場によってはＰＴＯ２速でも使用可能です。 

 

７．オートロータリが付いていると、一定した代かき深さで作業できます。 

付いていない場合は、油圧レバーで代かき深さを調整し、作業します。 
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◎作業上の注意 

１．ＰＴＯクラッチの接続は、エンジン回転数を必ず下げた状態で接続し、序々に回転数を上げてくださ 

い。 

 

２．異音が発生した場合は、直ちにＰＴＯクラッチを切り、エンジンを停止してから点検・処置してくだ 

  さい。トラブルの原因と処置方法（Ｐ４２～４４）をお読みください。 
 

３．逆転ＰＴＯは、軽負荷での作業のみ使用できます。 

下記以外での使用は、作業機の故障の原因になります。 

＊草やワラ等の巻きつきをほぐすとき。 

    ＊軟弱地で使用する、低回転での土寄せ作業。 

 

４．運転者が運転席を離れるときは、必ずエンジンを停止し、駐車ブレーキをかけてください。 

 

５．作業中、補助作業者はできるだけ機械から離れて、作業してください。 

  （機械に人を近づけないこと） 

 

７．インディペンデントＰＴＯの場合、折りたたみ操作前には必ずＰＴＯクラッチを 

切るようにしてください。 

 

  警告 

●本機を装着すると、前後バランスが変わります。 

発進時・登坂時トラクタの前輪が浮く場合は、フロントウェイトを取り付けてください。 

●作業中は作業機に、人を近づけないでください。 

特に、子供に注意してください。思わぬ事故につながる恐れがあります。 

●エンジンを停止するとき、必ず作業機を下ろしてから停止してください。 

エンジン始動時に、作業機が急に下がることがあるので危険です。 

●２人以上で作業をする場合は、お互いに合図をし確認し合って作業してください。 

特にトラクタのエンジンをかける時や、エンジンが作動している間は、十分注意してください。 

●からみついた草等を取る場合は、トラクタのエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたままですと、巻き込まれてケガをします。 

●点検整備をする場合は、平坦な場所でエンジンを停止して行なってください。 

トラクタが動きだして、ケガをする恐れがあります。 

●格納は平坦な場所に、保管してください。 

特にキャスターを付けていると、動きだしてケガをする恐れがあります。 

●適応トラクタの範囲内で、使用してください。 

適応範囲内のトラクタでも、発進時・登坂時にトラクタの前輪が浮き上がる場合は、フロント 

ウェイトを装着してください。 

思わぬ事故を、引き起こす恐れがあります。 

 

３２ 



  警告 

●圃場から出るときに、前輪が浮き上がる場合は、転倒する恐れがあるので、無理をせずに後退 

で出てください。 

その後、フロントウェイトを、装着してください。 

 

 

 

◎代かき作業について 

整地板が固定されている場合には、以下の手順で操作します。 

整地板がフリーになり、代かき作業ができます。 

 

１．リモコンの【電源】スイッチを押して電源を入れます。 

スイッチは０.５秒以上押してから放してください。 

電源が入るとブザーが『ピピッ』と鳴ります。 

 

電源ランプが点灯しない場合は、電池量が全く 

無い状態です。電池交換が必要です。 

電源ランプが点滅している場合は、電池量が 

尐ない状態です。電池交換が必要です。 

通信エラーランプが点滅している場合は、通 

信できない状態です。受信機の電源を入れてください。 

受信機の電源が入っている場合は、通信不良の 

場合がありますので、リモコンを受信機に 

近づけて電源を入れ直します。 

詳しくは、トラブルの原因と処置方法（Ｐ４２） 

を参照ください。 

 

２．外部油圧取出し用のコントロールレバーをあらかじめ吐出側へ

操作してください。 

 

３．【レベラーしせい】の【代かき】スイッチを押し続けてくだ

さい。 

ブザーが『ピーピー・・』と鳴った後、さらに『ピピッ』

と鳴り、整地板をフリーにさせます。 

 

４．操作が終わりましたら、外部油圧取出し用のコントロールレバーを元に戻し、 

【電源】スイッチ押してリモコンの電源を切ってください。 

 

 

 

３３ 

参考 

③④  

通信エラー 

ランプ 

① ④ 

② 

電源ランプ 

数字は操作順序を表しています 



 

   注意 

●周りに人や動物・障害物がないことを確認してから作業してください。 

●操作が終わりましたら、電源を切ってください。 

守らないと、誤操作したときに、思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。 

 

なお、畦際を作業するときは、畦側のサイドレベラーを折りたたんでください。 

操作は、◎サイドレベラーの使い方（Ｐ３７）を参照ください。 

 

 

本機は、圃場に合わせて３通りの作業方法が出来ます。 

状況に応じて選択し作業を行なってください。 

１．全面作業 

通常作業で使用します。 

 

 

 

 

 

 

２．片側作業 

畦際等での作業で使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

３．センター作業 

変形圃場（三角田など）で使用します。 
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◎レベラー圧の調整（加減圧機構） 

本機のレベラーは、バネの圧力で土を均平に押さえています。土質に合わせてバネ圧を調整してくださ 

い。目安として、レベラーの脇から泥が出ない程度にしてください。 

土質の重い粘土質などは、レベラーへ圧力を加えます。 

反対に、黒ボク等の軽い土質の場合は、レベラーの圧力を軽減させます。 

 

・調整要領 

レベラーへの加圧は、【調圧レバー】を『押さえ』の方へ切替えます。 

 

 

 

 

 

 

レベラー圧の軽減は、【調圧レバー】を『浮かし』の方へ切替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

◎タイヤ後の処理 

本機は、大型トラクタ向けになっております。 

タイヤ幅が広い場合には、タイヤ後へ泥が寄るように土寄せ板の位置と高さを調整して 

作業してください。 

目安は、耕盤近く（深い位置）の比較的固い土をなるべく寄るように、調整してください。 

そうすると、整地板で仕上げた後がきれいに仕上がります。 

使用しない時または、タイヤ後が盛り上がるようなときは、土寄せ板を利かせないように持ち上げて作業 

してください。 

（仕上げ代かきした後は、タイヤ後は若干沈む傾向がありますので、尐し盛り上がるくらいがよいです） 
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Ｕボルトを緩め調整、タイヤのトレッドにあわせる 

土寄せ板 土寄せ板 

土寄せ板 

調圧レバー 

調圧レバー 



◎土寄せ（土引き）作業について 

整地板が固定された状態で作業します。以下の要領で操作してください。 

コントローラで操作しても、土寄せにならない場合は、整地板が地面についている場合がありますので、 

油圧レバーで本機を上げてから、再度操作をしてください。 

 

１．リモコンの【電源】スイッチを押して電源を入れます。 

スイッチは０.５秒以上押してから放してください。 

電源が入るとブザーが『ピピッ』と鳴ります。 

 

電源ランプが点灯しない場合は、電池量が全く 

無い状態です。電池交換が必要です。 

電源ランプが点滅している場合は、電池量が 

尐ない状態です。電池交換が必要です。 

通信エラーランプが点滅している場合は、通 

信できない状態です。受信機の電源を入れてください。 

受信機の電源が入っている場合は、通信不良の 

場合がありますので、リモコンを受信機に近づけて 

電源を入れ直します。詳しくは、 

トラブルの原因と処置方法（Ｐ４２）を参照ください。 

 

２．外部油圧取出し用のコントロールレバーをあらかじめ吐出側へ

操作してください。 

 

３．【レベラーしせい】の【土よせ】スイッチを押し続けてくだ

さい。 

ブザーが『ピーピー・・』と鳴った後、さらに『ピピッ』

と鳴り、整地板をロックさせます。 

 

土寄せ位置にする場合、整地板はすぐに動きません。 

そのまま、トラクタのコントロールレバーとリモコンの

ボタンを操作し続けてください。 

数秒後に整地板が固定します。 

 

 参考  土寄せ作業時には、サイドレベラーが自動で折 

たたみます。 

 

４．操作が終わりましたら、外部油圧取出し用のコントロール 

レバーを元に戻し、【電源】スイッチ押してリモコンの電源を 

切ってください。 

参考 

３６ 

②④  

通信エラー 

ランプ 

② ④ 

③ 

電源ランプ 

数字は操作順序を表しています 



 

   注意 

 土寄せ作業は、必ず前進作業で行なってください。 

 土寄せの状態で後進すると、作業機の破損につながりますので、絶対にバックしないでください。 

 

◎サイドレベラーの使い方 

トラクタに乗ったままサイドレベラーの折りたたみができます。以下の要領で操作してください。 

 

１．リモコンの【電源】スイッチを入れます。 

電源ランプが点灯しているか確認してください。 

スイッチは０.５秒以上押してから放してください。 

電源が入るとブザーが『ピピッ』と鳴ります。 

 

電源ランプが点灯しない場合は、電池量が全く 

無い状態です。電池交換が必要です。 

電源ランプが点滅している場合は、電池量が 

尐ない状態です。電池交換が必要です。 

通信エラーランプが点滅している場合は、通 

信できない状態です。受信機の電源を入れてください。 

受信機の電源が入っている場合は、通信不良の 

場合がありますので、リモコンを受信機に近づけて 

電源を入れ直します。詳しくは、 

トラブルの原因と処置方法（Ｐ４２）を参照ください。 

 

２．折りたたみたい又は開きたいサイドレベラーを決め 

たら、【おりたたみ切替】スイッチを押してください。 

スイッチを押すことにより、『左右両側』→『右』→『左』 

の順に切り替わります｡ボタン横の確認ランプが点灯します。 

サイドレベラーの折りたたみは、左右同時の『ひらく』又は『たたむ』 

の動作が可能です。 

 

【ハロー本体】の折りたたみと連動する動作で、【ハロー本体切替】の『左右両側』の

『たたむ』を押した場合のみ、１つの操作での、サイドレベラーの自動格納が可能です。

圃場間の移動や、作業終了しての帰宅時などには、すばやく格納できて便利です。 

参考 

参考 

３７ 

① ④ 

② 

③ 

電源ランプ 

通信エラーランプ 

数字は操作順序を表しています 



３．【サイドレベラー】の『たたむ』又は『ひらく』の 

  スイッチを押すと、ブザーが鳴りながら作動します｡ 

たたむ又はひらくが確認できたら、スイッチから手 

を放してください。 

ブザーが鳴りやみます。 

  

 注１）手を離すと停止します。 

注２）折りたたんだ状態で、スイッチを押すと互いの

サイドレベラーがぶつかりますので、操作しな

いでください。 

 注３）操作中、通信エラーランプが点滅している場合は、 

  リモコンを受信機に近付けて、そのまま操作し 

てください 

 

４．操作が終わりましたら、リモコンの【電源】スイッチを

押してリモコンの電源を切ってください。 

電源が切れると電源ランプは『消灯』します。 

リモコンの電源を切り忘れても、オートパワーオフ（自

動電源切り）機構ですので、スイッチ無操作が３分経過

すると電源が切れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    注意 

●周りに人や動物・障害物がないことを確認してから作業してください。 

●操作が終わりましたら、電源を切ってください。 

守らないと誤操作したときに、思わぬ事故を引き起こす恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

３８ 

② ④ 

② 

③ 

電源ランプ 

通信エラーランプ 

数字は操作順序を表しています 



保守管理について 

◎作業シーズン中 

作業終了後、水洗いをしてボルト、ナット、ピン類の緩み、脱落を確認・補充をし、給油・

注油してください。 

ただし、リモコンや無線受信機は電子部品を使用していますので、水濡れ厳禁です。 

雨ざらしや洗浄機・水道ホース等での水洗いはしないでください。 

 河川で洗浄する場合は、電装部品を使用していますので、ハローの水没は厳禁です。 

 電装周りに水が入り込まないように、洗浄してください。 

 

◎作業シーズン終了後 

 水洗い・乾燥・補修塗装・給油・塗油等を行い、破損部品・脱落部品がある場合は、早めに部品交換 

・修理を行なってください。格納は、湿気・埃がなく平坦で安全な場所に安定させて保管してください。 

 マルチコントローラの電源は、必ず切ってください。 

 本機から外す際は、必ず電源を切ってから、コネクタを外してください。 

 

◎オイル量の点検と交換及びグリース注油について 

●オイル量の点検 

  作業機を折りたたみスタンドを取付てトラクタから取り外してから、各部のオイル量を 

  点検してください。不足の場合は補給してください。 

 

 

オイル交換は、下表の通り実施してください。 

 

 

   

            

３９ 



1）ミッションケース（１．５ ℓ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ミッションケース上         ミッションケース下（Ｍ１２ボルト） 

2）チェーンケース（ １．０ ℓ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

      チェーンケース 前上     チェーンケース下（ツメ軸側）Ｍ１２ボルト 

  

●各軸受部には、上側に給油口と空気抜き口の２ヶ所、下側に廃油口の１ヶ所 Ｍ８ボルト 

 とシールワッシャで締めこんでいます。ラチェットのソケット（二面幅１２のサイズ）で 

 廃油口に予め廃油ケースを置いてからの廃油口ボルトを外し、つぎに給油口と空気抜き口 

のボルトを外してください。廃油が終わり給油するときは、下側廃油口にシールワッシャ 

とＭ８ボルトで締め込み、上側の給油口からオイラー（給油注し；約２００cc サイズ）で 

指定量を給油してください。給油が終わりましたら、給油口と空気抜き口をＭ８ボルトと 

シールワッシャ（２ヶ所）で締めこんでください。 

 

    注意 

●給油忘れがないよう、一ヶ所ずつ確実に給油してください。また、給油後ボルトとシール 

ワッシャで、確実に締めこまないとオイルが漏れて軸受を破損します。 

給油が終わったら、必ず作業後の点検（オイルもれ、ボルト、シールワッシャ組付け忘れ、 

締め込み忘れなど）を行ってください。 

守らないと、ツメ軸部を破損する場合や、圃場にオイルが飛散する場合があります。 
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 給油口   廃油口  

 廃油口  

 給油口  



○折りたたんだ状態で、給油する軸受部について 

３）センターツメ軸クラッチ側リテーナ（１００ｃｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）左と右側ツメ軸受部クラッチ側リテーナ（１００ｃｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○開いた状態（作業状態）で、給油する軸受部について 

５）左と右ツメ軸受部エンド側リテーナ（８０ｃｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４１ 

給油口と空気抜き口 

給油口と空気抜き口 

給油口と空気抜き口 

給油口と空気抜き口 

マッドガードの組付けＭ１０ボ

ルト・ナットと外してマッドガ

ードを取り外す 

給油口と空気抜き口 

給油口と空気抜き口 



 

６）注油箇所は、折りたたみ支点とレール・ローラ、ユニバーサルジョイント、 

ローターエンド、油圧シリンダ です。 

注）シーズン前に、グリースを適量注油してください。 

 ☆ユニバーサルジョイント 

 

 

 

 

 

 ☆折りたたみ支点部とレール部           ☆油圧シリンダ 

☆ローターエンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７）フック支点部に適量のオイルを注油してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎廃油処理について 

 オイル交換で出た廃油は、河川や下水道、溝、空地などには、絶対に捨てないでください。 

 環境汚染につながります。 

 廃油の処分方法については、販売店にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

４２ 

スプライン部 スプライン部 

グリースニップル グリースニップル 

 グリースニップル  

 レール部  

 グリースニップル  



◎ツメ交換について 

１．ツメの交換は、平坦で安全な場所で、トラクタの車止めをしてから 

行なってください。 

２．本機の落下防止のため、油圧ストップバルブを完全に閉めて 

ロックしてください。 

３．ツメの交換は回転バランス上、全数交換をしてください。 

４．交換作業は取り外し、取り付けを１本ずつ行なってください。  

 

ツメ型 １型 ２型 ３型 ４型 ５型 

商品コード PJ1-212100-0 PJ1-212200-0 PJ1-272300-0 PJ1-272400-0 PS1-272400-0 

形状 略図 

          

刻  印 TP38L TP38R TP38SL TP38SR TP38SCR 

MAX380H ３８ ３８ ７ ５ ２ 

MAX410H ４０ ４０ ７ ５ ２ 

MAX440H ４８ ４８ ５ ５ 使用しません 

MAX500H ５６ ５６ ５ ５ 使用しません 

 

ツメは略図で示しています。 

進行方向に対して左右を表しています。 

 左側 右側 

MAX381H 

 

MAX411H 

 

 

※本図は、作業機を後方から見た状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

４３ 

２型 

４型 

３型 

１型 ５型 

刻印 

打刻位置 



トラブルの原因と処置方法 

本機側一覧 

 現象 原因 処置 ユーザー 販売店 

ジ
ョ
イ
ン
ト 

異音発生 ヨーク部のグリース不足 グリース給油 ○ ○ 

ジョイント鳴

り 

ジョイントに角度が付き

すぎている 

３点リンクの上げ規制 

（リフトロッドの穴位置変更） 

（トップリンクの穴位置変更） 

○ ○ 

ハローの上げすぎ 

振動発生 ジョイントの取付けが逆 広角側がトラクタ側になるよう

にする 
○ ○ 

チューブのラップ量不足 長いジョイントへ交換 ○ ○ 

最上げ時のジョイント角

度のつきすぎ 

トップリンクで調整して振動が

なくなるようにする 
○ ○ 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ケ
ー
ス 

オイル漏れ オイルシールの損傷 オイルシール交換 × ○ 

廃油口のシールの劣化 シール座金の交換 ○ ○ 

締付けボルトの緩み ボルトの増締め ○ ○ 

異常発熱 オイル量不足 オイル補給。 ○ ○ 

オイルシールの損傷によ

るオイル漏れ 

オイルシール交換 
× ○ 

ローターの空

回り 

シャフトの切損 シャフトの交換 
× ○ 

チ
ェ
ー
ン
ケ
ー
ス 

オイル漏れ フローティングシールの

損傷 

フローティングシールの交換 
× ○ 

カバー取付けボルトの緩

み 

ボルトの増締め 
○ ○ 

チェーンの切損 チェーンの交換 × ○ 

ローターの空

回り 

テンションバネの破損 テンションバネの交換 
× ○ 

異音発生 スプロケットの損傷 スプロケットの交換 × ○ 

軸端ボルトの緩み ネジロック剤塗り直しによる締

付け 
× ○ 

代かき爪の折れ 爪交換。 

品番はＰ４３を参照 

ボルトの増締め 

○ ○ 

ロ
ー
タ
ー 

振動の発生 

振動の増大 

代かき爪の折れ・摩耗 爪交換。 

品番はＰ４３を参照 

ボルトの増締め 

爪配列の確認 

入れ替え 

○ 

○ 

○ 

○ 
残耕の発生 代かき爪の配列が合って

いない 

均平不良 クラッチ部への、泥や草の

噛み込み・固着 

泥・草の除去・掃除 
○ ○ 

４４ 

 



 

 現象 原因 処置 ユーザー 販売店 

レ
ベ
ラ
ー 

連結不良 レベラー内側とストッパ

部への、泥や草の巻付 

泥・草の除去・掃除 

○ ○ 

ブッシュの摩耗 ブッシュの交換。 

 P5U-421300-0   

ブッシュ(レベラー)  

○ ○ 

センター部シ

リンダの作動

不良による連

結不良 

外部油圧操作の変動で、 

オイルの流れが悪くなる 

１．左右のフレームを折りたた 

  む 

２．電源を切り機種設定コネク 

タを外す（４Ｐコネクタ） 

３．電源を入れ【代かき】へ操 

作する 

４．電源を切り機種設定コネク 

  タをつなぐ 

４．電源を入れ左右のフレーム 

を広げる 

○ ○ 

フ
レ
ー
ム 

左右フレー

ムの連結不

良 

クラッチ部への、泥や草の

噛み込み・固着 

泥・草の除去・掃除 

○ ○ 

電装品関係一覧 

 現象 原因 処置 ユーザー 販売店 

リ 

モ 

コ 

ン 

電源が入るの

に、動かない 

選択ボタンの押す時間が

短い 

０.５秒以上押す 
○ ○ 

他のスイッチが同時に押

されている 

再度スイッチを入れ直す 
○ ○ 

リモコンの向きがハロー

の方へ向いていない 

ハローの受信機へ向けて操作す

る 
○ ○ 

水濡れによる作動不良 

電池フタ締め付け不良に

よる水の浸入 

水を拭き取り、よく乾かす 

○ ○ 

リモコンと受信機が違う 

シリアル番号が違う 

リモコンの交換 
× ○ 

電源が入らな

い 

電池の極性方向の入れ間

違い 

電池の入れ直し 
○ ○ 

リモコンの電源量ない又

は、尐ない 

電池交換 
○ ○ 

電池が新しいものと古い

ものが入っている 

新しい電池へ交換 
○ ○ 

種類の違う電池が入って

いる 

同じ種類の電池へ交換 
○ ○ 

４５ 



主要諸元 

●無線リモコン 

無線装置 総務省技術適合基準取得品使用 

電波仕様 周波数：２.４ＧＨz帯域 

通信方式：双方向通信（リコモンと受信機１対１のみ動作） 

最大出力：１ｍＷ以下 

電波到達距離：障害物なし見通し約１５ｍ 

電波環境悪化時：通信遮断で動作停止（作業機の陰、トラクタ前の陰） 

リモコン電池 

 

使用電池：単三２本（アルカリ電池推奨） 

電池寿命：連続使用で約２０時間（電源ランプ点滅時：電池量警告） 

     連続使用で約２５時間（電源ランプ消灯） 

※電池の種類や能力によって異なります 

電池交換時期：目安として、毎年作業前又は電池量警告時 

受信機電源 バッテリ１２Ｖ（トラクタバッテリ直結取り出し） 

過電流保護機構：電源ハーネス内にヒューズ（自動車用ヒューズ３０アンペア２本） 

付属品 単三電池２本（出荷時はリモコンにセットされていません） 

ストラップ１本（出荷時はリモコンにセットされておりません） 

 

 現象 原因 処置 ユーザー 販売店 

受
信
機 

電源が入るの

に、動かない 

金属で遮られていて、電波

が届いていない 

(通信エラー) 

リモコンの位置を変えて操作を

する 
○ ○ 

金属物を取り除く ○ ○ 

基盤の故障 受信機の交換   

電源が入らな

い 

バッテリの充電が足りな

い 

バッテリの充電 
○ ○ 

バッテリが古い バッテリの交換 ○ ○ 

電源コードの断線又は、コ

ネクタが抜けている 

断線部の結線及び、コネクタの

差し直す 
○ ○ 

配線のショートによるヒ

ューズ切れ 

配線の点検とヒューズの交換 ○ 

(ヒューズ) 

 

○ 

基盤の故障 受信機の交換 × ○ 

電
動
サ
イ
ド
レ
ベ
ラ
ー 

サイドレベラ

ーモータの作

動の異常 

作動部に異物が詰まって

いる 

点検し、詰まりの原因を取り除

く ○ ○ 

配線の断線又は、コネクタ

が抜けている 

断線部の結線及び、コネクタの

差し直し ○ ○ 

４６ 



 作業機本体 

型式 

装着 

の 

種類 

作業幅 

（mm） 

適応 

トラクタ 

KW(PS) 

作業能率 

(分/10a) 

作業 

速度 

(km/h) 

機体寸法(mm) 
重量 

(kg) 全長 
全幅 

全高 
作業時 格納時 

MAX381H 

4S 

3800 

29.4～44.1 

(40～60) 

4～8 

1.8～

5.5 

970 

3920 2400 910 

600 

3S 595 

0S 910 575 

4L 
29.4～51.1 

(40～70) 

970 
615 

3L 610 

0L 910 580 

MAX411H 

4S 

4100 

29.4～44.1 

(40～60) 

3～7 

970 

4220 2400 910 

625 

3S 620 

0S 910 600 

4L 
29.4～51.1 

(40～70) 

970 
640 

3L 635 

0L 910 605 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

 

    

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４７ 

購入日         年    月    日 

 

型式 

 

シリアル番号 
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